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標 準 断 面 図
●事業名 ：一般国道１５３号 伊南バイパス

●起終点 ：（起点）長野県上伊那郡飯島町本郷

（終点）長野県駒ヶ根市赤穂

●延長 ：９．２km

●道路規格 ：第３種第２級

●設計速度 ：６０ km/h

●車線数 ：完成４車線（暫定２車線）

●都市計画決定：平成９年７月

●事業化 ：平成９年度

●用地着手年度：平成１０年度

●工事着手年度：平成１３年度

●前回の再評価：平成１８年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：４１２億円

●事業名 ：一般国道１５３号 伊南バイパス

●起終点 ：（起点）長野県上伊那郡飯島町本郷

（終点）長野県駒ヶ根市赤穂

●延長 ：９．２km

●道路規格 ：第３種第２級

●設計速度 ：６０ km/h

●車線数 ：完成４車線（暫定２車線）

●都市計画決定：平成９年７月

●事業化 ：平成９年度

●用地着手年度：平成１０年度

●工事着手年度：平成１３年度

●前回の再評価：平成１８年度

（指摘事項なし：継続）

●全体事業費 ：４１２億円

（２）計画概要

ながのけん かみいなぐん いいじままち ほんごう

ながのけん こまがねし あかほ

いなん

土工部

橋梁部



－ 3 －

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

■走行時間短縮便益： 伊南バイパスの整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費
用を減じた差額

■走行経費減少便益： 伊南バイパスの整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費
等）から、整備した場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備
（維持・修繕）費、車両償却費等）
伊南バイパスの整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞によ
る損害額等）から、整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：
運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損
害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益：

■事 業 費 ： 伊南バイパスの整備に要する費用（工事費、用地費等）

■維持管理費： 伊南バイパスを供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

○．○○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
８３４億円 ＋ １４３億円 ＋ １３億円

３８２億円 ＋ ２０億円

９９０億円

４０３億円 ＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
３６７億円 ＋ ６２億円 ＋ ５．５億円

１５２億円 ＋ ２０億円
＝

４３４億円

１７３億円＝ ＝

２．５

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較
・前回の再評価時 全体事業＝３．０ 残事業＝２．２
・今回の再評価時 全体事業＝２．５ 残事業＝２．５

【前回再評価からの主な変更点】
1. 費用便益分析マニュアルの改訂

①便益算出の検討年数を40年から50年に変更

②便益算出に用いる車種別の時間価値原単位等の変更
2. 交通流推計に用いるデータの変更

①OD表のベースとなる道路交通センサスを平成11年度から平成17年度に変更
②将来OD表の作成に用いるブロック別・車種別走行台キロの伸び率を変更

２．費用対効果分析（費用便益比（B/C））

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

２．５

便益

費用
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３．前回評価時との比較表

変化なし飯島工区
騒音値が基準値を超過

昼間 ７１ｄＢ、夜間 ６８ｄＢ

飯島工区
騒音値が基準値を超過

昼間 ７１ｄＢ、夜間 ６８ｄＢ

事業・用地ともに計画通り進捗したた
め

事業 ５１ ％
用地 １００ ％

事業 ２７％
用地 ６４％

事業の進捗状況

費用便益分析マニュアルの改正
交通流推計に用いるデータの変更

約 ４３４億円約 ５０４億円
総便益
（B）

総費用
（C）

費用便益分析マニュアルの改訂約 １７３億円約 ２２５億円残事業

費用便益分析マニュアルの改訂
交通流推計に用いるデータの変更

約 ９９０億円約１，０１８億円
総便益
（B）

総費用
（C）

費用便益分析マニュアルの改訂
約 ４０３億円約 ３３９億円

全体事業

４１２億円４１２億円
全体事業費

駒ヶ根工区 暫定２車線供用
（Ｈ１９年１２月）

備 考

駒ヶ根工区
渋滞損失時間

４７．４（千人時間/年km）

２．２

３．０

前回評価
（H18再評価）

駒ヶ根工区
渋滞損失時間

８．６（千人時間/年km）

事業を巡る社会情勢等
の変化

２．５費用対効果（B/C）

２．５

今回評価
（H22再評価）

費用対効果（B/C）

事 項
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■交通集中による激しい渋滞が発生

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■現国道１５３号では、交通集中による激しい渋滞が発生しています。

２）事業の投資効果

■渋滞損失時間が駒ヶ根工区の暫定２車線供用により約８割削減し、完成供用により、渋滞がほぼ解消されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■現国道１５３号では、交通集中による激しい渋滞が発生しています。

２）事業の投資効果

■渋滞損失時間が駒ヶ根工区の暫定２車線供用により約８割削減し、完成供用により、渋滞がほぼ解消されます。

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

■駒ヶ根工区の暫定2車線供用により、現国道153号の渋滞が緩和

■現国道１５３号では駒ヶ根中心市街地の慢性的な渋滞

＜現状と課題＞ ＜整備効果＞

[渋滞の消防活動への影響]

飯島町

駒ヶ岳SA

■駒ヶ根工区の暫定2車線供用により、国道153号の渋滞損失時間
が８割削減し、完成供用により、ほぼ解消されます。
[駒ヶ根地域の渋滞損失時間の変化]

出典：H18・国土交通省資料、H20駒ヶ根工区暫定2車線供用・プローブデータより作成、

完成供用・交通量推計より算出

渋
滞
損
失
時
間

（
千
人
時
間
／
年
㎞
）

騒音による授業や音楽会への影騒音による授業や音楽会への影
響が少なくなった。響が少なくなった。

[[学校関係者ヒアリング学校関係者ヒアリング]]

消防署が、ＢＰ近隣に移転渋滞による影消防署が、ＢＰ近隣に移転渋滞による影
響軽減し、早期消火・救急活動エリアが響軽減し、早期消火・救急活動エリアが

拡大した拡大した
[[伊南行政組合消防本部ヒアリング伊南行政組合消防本部ヒアリング]]

[駒ヶ根中心市街地の渋滞]

渋滞で現道に出られない消防車渋滞で現道に出られない消防車

駒ヶ根中心市街地の慢性的な渋滞駒ヶ根中心市街地の慢性的な渋滞

写真：駒ヶ根中心市街地 写真：北消防署

0
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H18 H20（暫定供用後) 完成供用後(予測)

8.68.6
0.70.7

約約88割削減割削減47.447.4

ほぼ解消ほぼ解消
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■飯島町で環境基準を超過する昼間・夜間騒音が基準以下に

■駒ヶ根工区の部分供用で、駒ヶ根市街地の沿道環境が改善

[飯島町親町の騒音レベルの変化]

＜整備効果＞

6666

現況現況 基準超過基準超過

環境基準

将来将来

基準以下基準以下

整備前 整備後

[飯島町中町の騒音レベルの変化]

出典：H18道路環境センサス

環境基準

6767

現況現況 基準超過基準超過

将来将来

基準以下基準以下

6565

整備前 整備後

[駒ヶ根中心市街地の夜間騒音レベル
の変化]

[駒ヶ根工区の暫定2車線供用後の交通状況]

67

63

60

65

70
（dB）

6363

夜間環境基準をクリア夜間環境基準をクリア

H20駒ヶ根工区
暫定2車線供用前

H20駒ヶ根工区
暫定2車線供用後

環境基準

駒ヶ根工区の暫定２車線供用駒ヶ根工区の暫定２車線供用
により交通量が減少により交通量が減少

6464

■飯島町に環境基準超過箇所が2箇所存在

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■現国道１５３号では、環境基準を超過する騒音が発生しています。

２）事業の投資効果

■駒ヶ根工区の暫定２車線供用により、駒ヶ根中心市街地の夜間騒音レベルが環境基準以下の数値となっています。

■飯島町親町と中町の昼間・夜間騒音の改善のために、伊南バイパスの早期供用が期待されています。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■現国道１５３号では、環境基準を超過する騒音が発生しています。

２）事業の投資効果

■駒ヶ根工区の暫定２車線供用により、駒ヶ根中心市街地の夜間騒音レベルが環境基準以下の数値となっています。

■飯島町親町と中町の昼間・夜間騒音の改善のために、伊南バイパスの早期供用が期待されています。

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

■多くの大型車が走行し、昼間・夜間ともに環境基準を超過

飯島町 駒ヶ岳SA
駒ヶ根IC

駒ヶ根市

飯島町親町 飯島町中町

＜現状と課題＞

[飯島町市街地の交通状況] [飯島町親町、中町で昼間・夜間騒音レベル]

出典：H18道路環境センサス

71

68

71
69

55

60

65

70

75

飯島町
親町

飯島町
中町

飯島町
親町

飯島町
中町

（dB） 昼間騒音

夜間騒音

環境基準環境基準

現況現況 基準超過基準超過
7171 7171

6868 6969

飯島町内を大型車が走行飯島町内を大型車が走行

駒ヶ根市街
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１）事業を巡る社会情勢等の変化

■現国道１５３号は、伊那谷特有の河岸段丘により急激な起伏やカーブが多く、バイパス延長に対して、約１．４
倍の遠回りが、生じております。

２）事業の投資効果

■伊南バイパスの完成供用により、急激な起伏や急カーブが回避されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

■現国道１５３号は、伊那谷特有の河岸段丘により急激な起伏やカーブが多く、バイパス延長に対して、約１．４
倍の遠回りが、生じております。

２）事業の投資効果

■伊南バイパスの完成供用により、急激な起伏や急カーブが回避されます。

①① 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

４．評価の視点

■国道153号は、伊那谷特有の河岸段丘で急激な起伏やカーブが多く存在

＜現状と課題＞

[与田切川橋周辺の状況]

駒ヶ根
市役所

【【飯島町飯島町→→駒ヶ根市駒ヶ根市】】
現現国道国道153153号号は、バイパス延長のは、バイパス延長の

１．４倍１．４倍の遠回りの遠回り写真：与田切川橋

〔河岸段丘〕
河川の流れによる浸食や、土地の隆起により、発達する階段状の台地

■飯島町～駒ヶ根市間で遠回りが発生し、救急消防活動に時間的制約

[国道153号飯島町内の急カーブ1] [国道153号飯島町内の急カーブ2]

急勾配
(i＞５．０)

０．９㎞
(max ５．３％)

急カーブ
(Ｒ＜１５０）

７箇所
(min　４５ｍ）

[与田切川橋周辺の状況]

現 国道１５３号構造

[与田切川 上流方向 河岸段丘] [与田切川 下流方向 河岸段丘]

現 国道１５３号

与田切川橋周辺の急カーブ与田切川橋周辺の急カーブ 中中田切川橋周辺の急カーブ田切川橋周辺の急カーブ
飯島市街地入口では、飯島市街地入口では、
急カーブ急カーブが、連続が、連続

河岸段丘沿いを通過する河岸段丘沿いを通過する
国道１５３号線国道１５３号線
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１）コスト縮減

■全体事業費４１２億円の内、約１億円(約０．２％)のコスト縮減を図っています。

■そのうち、主な縮減内容は、以下の通りです。

・ＰＣ橋における外ケーブル構造の採用・・・・・・・・・・・・・・・・・・約０．８億円

・新技術・新工法の活用（テラトレール等）・・・・・・・・・・・・・・・・約０．２億円

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

１）コスト縮減

■全体事業費４１２億円の内、約１億円(約０．２％)のコスト縮減を図っています。

■そのうち、主な縮減内容は、以下の通りです。

・ＰＣ橋における外ケーブル構造の採用・・・・・・・・・・・・・・・・・・約０．８億円

・新技術・新工法の活用（テラトレール等）・・・・・・・・・・・・・・・・約０．２億円

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

２）代替案立案等

■伊南バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞の緩和、沿道
環境の改善や交通安全の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

２）代替案立案等

■伊南バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞の緩和、沿道
環境の改善や交通安全の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

４．評価の視点
③③ コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点コ ス ト 縮 減 や 代 替 案 立 案 等 の 可 能 性 の 視 点

〔 ＰＣ橋における外ケーブル構造の採用 〕

（全内ケーブル） （内外ケーブル）

〔 テラトレール工法の採用 〕

（テールアルメ） （テラトレール）

コンクリート
パネル

テラトレール
メッシュ

（表面を緑化）
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①事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢の変化

■国道１５３号では、交通集中による激しい渋滞が発生
■国道１５３号では、環境基準を超過する騒音が発生
■国道１５３号は、伊那谷特有の河岸段丘により急激な起伏やカーブが多く存在し、バイパス延長に対し１．４倍の遠回りが発生

２）事業の投資効果
■渋滞損失時間が駒ヶ根工区の暫定２車線供用により約８割削減し、完成供用により、ほぼ解消
■駒ヶ根工区の暫定２車線供用により、駒ヶ根中心市街地の夜間騒音レベルが環境基準以下に
■伊南バイパスの完成供用により、飯島町親町と中町の昼間・夜間騒音の改善が期待
■伊南バイパスの完成供用により、急激な起伏や急カーブを回避し、走行性が向上
■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ ２．５

３）事業の進捗状況
■用地取得率は約１００％（平成２２年度末見込み）
■全体の事業進捗率は約５１％（平成２２年度末見込み）

①事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢の変化

■国道１５３号では、交通集中による激しい渋滞が発生
■国道１５３号では、環境基準を超過する騒音が発生
■国道１５３号は、伊那谷特有の河岸段丘により急激な起伏やカーブが多く存在し、バイパス延長に対し１．４倍の遠回りが発生

２）事業の投資効果
■渋滞損失時間が駒ヶ根工区の暫定２車線供用により約８割削減し、完成供用により、ほぼ解消
■駒ヶ根工区の暫定２車線供用により、駒ヶ根中心市街地の夜間騒音レベルが環境基準以下に
■伊南バイパスの完成供用により、飯島町親町と中町の昼間・夜間騒音の改善が期待
■伊南バイパスの完成供用により、急激な起伏や急カーブを回避し、走行性が向上
■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ ２．５
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■全体の事業進捗率は約５１％（平成２２年度末見込み）

６．対応方針（原案）

以上のことから伊南バイパスの事業を継続する。

②事業の進捗の見込みの視点
■飯島工区本郷～飯島：Ｌ＝２．４ｋｍ 平成２４年度暫定２車線供用予定

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■工事費４１２億円のうち、約１億円のコスト縮減（主な縮減内容：ＰＣ橋における外ケーブル構造の採用、テラトレール工法の採用）を実現

■伊南バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞の緩和、沿道環境の改善や交通

安全の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

②事業の進捗の見込みの視点
■飯島工区本郷～飯島：Ｌ＝２．４ｋｍ 平成２４年度暫定２車線供用予定

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■工事費４１２億円のうち、約１億円のコスト縮減（主な縮減内容：ＰＣ橋における外ケーブル構造の採用、テラトレール工法の採用）を実現

■伊南バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、渋滞の緩和、沿道環境の改善や交通

安全の確保など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

平成18年度の事業評価監視委員会から一定期間（4年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

５．県・政令市への意見聴取結果
■一般国道１５３号伊南バイパスにつきましては、複雑な地形に沿った現在のルートが解消されることによる安全性の向上、駒ヶ根、

飯島の両市街地部の交通渋滞の解消に大きな効果があるものと期待しています。
事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業の推進を強く要請します。

■一般国道１５３号伊南バイパスにつきましては、複雑な地形に沿った現在のルートが解消されることによる安全性の向上、駒ヶ根、
飯島の両市街地部の交通渋滞の解消に大きな効果があるものと期待しています。
事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期完成に向けた事業の推進を強く要請します。




